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１ 名古屋交通計画 2030 の今後の進め方 

目標年次である令和 12（2030）年度までの期間において、将来目指すべきまちのすがたを目

指し、行政の各関係局がどのように施策を進めていくかについて、「推進プログラム」として、

とりまとめました。 

これらは、目標年次の中間年である令和 8（2026）年度を目途に、総合的な評価・検証を行

い、必要に応じて見直しを行うことを予定しています。 

 

２ ４つの展開に基づく取組の推進プログラム 

第４章に位置づけた４つの展開における各施策について、次頁のとおり、とりまとめまし

た。 

推進プログラムは、各関係局がこれまでに進めてきた施策、検討してきた施策を、「都心ゾ

ーン」、「駅そば」、「郊外」それぞれの地域ごとに進める施策に分類し、パッケージで整理

しています。 

なお、令和 8（2026）年に第 20回アジア競技大会・第５回アジアパラ競技大会の開催が予

定されているほか、リニア中央新幹線が令和 9（2027）年に開業予定となっていることをふま

え、目標年次の中間年である令和 8（2026）年度までを「前期」、令和 9（2027）年度以降を

「後期」と定め、それぞれ取組を推進していきます。 

また、各展開における早急に実施すべき重点的な取組に関しては、より具体的な実施内容

や 2030 年までのスケジュールに加え、2030 年以降の将来的な動きについても見据えること

で、最先端モビリティ都市の実現に向けて積極的に取り組んでいきます。 
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　　　　  　    　前期、後期それぞれの期間内において実施・検討する施策 　　　　　　　　　　　　前期までの成果をふまえた新たな展開
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前期（2023年度～2026年度） 後期（2027年度～2030年度） 主な実施ゾーン 関係局

・名古屋駅ターミナル機能の強化 ・都心ゾーン 住宅都市局・交通局

・名古屋駅周辺のアクセス改善 ・都心ゾーン 住宅都市局

・名古屋駅と高速道路とのアクセ
　ス性向上

・都心ゾーン 住宅都市局

・新たな路面公共交通システム
　「ＳＲＴ」の導入

・都心ゾーン 住宅都市局

・都心ゾーンの交通結節点の乗り
　換え円滑化

・都心ゾーン 住宅都市局・緑政土木局

・水上交通の活性化
・都心ゾーン
・駅そば
・郊外

住宅都市局

・観光案内機能の充実 ・都心ゾーン 観光文化交流局・住宅都市局

・自動車専用道路等の整備促進
・都心ゾーン
・駅そば
・郊外

住宅都市局

・中部国際空港の機能強化及び
　利用促進

・郊外 総務局

・名古屋港の整備促進
・駅そば
・郊外

住宅都市局

施策

　取組③　都心ゾーンのまちづくりと連携した交通結節点の機能強化による乗り換え円滑化

　取組④　リニア中央新幹線の開業効果を圏域全体に波及する広域交通ネットワークの早期形成

　取組⑤　中部国際空港第二滑走路や名古屋港の整備等による国際的ゲートウェイの機能強化

【早急・重点】
　取組①　名古屋駅周辺における交通機能の強化

【早急・重点】
　取組②　回遊性を高めるための新たな路面公共交通システム「ＳＲＴ」の導入

スーパーターミナル化に向けたターミナル機能の強化を推進します

導入に向けた調

査・検討、社会実

験を実施します

交流を促進し、来訪者をもてなすために

必要となる案内機能の整備を進めます

交通結節点における乗換利便性向上や、

関連プロジェクトの推進により賑わいを

創出します

中川運河、堀川と名古屋港など

を連絡する水上交通の運航を推

進します

西知多道路、東海環状自動車道等の整備を促進し、広域道路ネット

ワークの充実をはかります

中部国際空港第二滑走路をはじめとする空港の機能強化及び航空

路線の拡充に向けた取組を推進します

コンテナや完成自動車等を取り扱う総合的な港湾である名古屋港に

おいて、港湾整備や港と背後圏を結ぶ道路ネットワークの充実をはか

ります

都市計画道路の整備をはじめ、アクセス

改善を推進します

名古屋高速道路の出入口及び渡り線の

整備を推進することにより、名古屋駅との

アクセス性向上をはかります

SRTの導入を段階的に進めます
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取組① 名古屋駅周辺における交通機能の  

強化 

 名古屋駅ターミナル機能の強化 

リニア中央新幹線の開業により形成され

るスーパー・メガリージョンの中心拠点に

ふさわしい交通機能と空間機能を兼ね備え

たスーパーターミナルの実現のため、駅へ

のアクセス性の向上や交通結節機能の強化、

ユニバーサルデザインなどに基づく空間形

成を実施します。 

 名古屋駅周辺のアクセス改善 

名古屋駅周辺の国際競争力の向上をはか

るため、名古屋駅からささしまライブ 24地

区や名駅南地区への賑わい創出とあわせた

アクセス改善を推進するとともに名古屋駅

周辺に集中する自動車交通に対応するため、

自動車ネットワークを強化し、名駅通に集

中する交通の分散をはかる笹島線（東側区

間）の整備を推進していきます。 

 名古屋駅と高速道路とのアクセス性向上 

名古屋高速道路の（仮称）新黄金出入口、

（仮称）新洲崎出入口及び（仮称）栄出入口、

丸田町 JCT 西渡り線・南渡り線の整備を推

進することにより、名古屋駅とのアクセス

性向上をはかります。 

 

取組② 回遊性を高めるための新たな路面 

公共交通システム「ＳＲＴ」の導入 

 新たな路面公共交通システム「ＳＲＴ」の

導入 

令和 4（2022）年度の社会実験（名駅-栄

間で連節車両の試験走行を実施）をふまえ、

わかりやすく使いやすい移動手段を導入し

て都心の回遊性を高めます。 

 

取組③ 都心ゾーンのまちづくりと連携した
交通結節点の機能強化による乗り換
え円滑化 

 都心ゾーンの交通結節点の乗り換え円滑化 

総合駅連絡通路等の施設を良好に維持し

ていきます。また、栄地区における久屋大通

の再生のほか、金山地区におけるまちづく

りの推進により、賑わいや乗換利便性の向

上をはかります。加えて、自転車を利用しや

すいまちづくりを進めます。 

 水上交通の活性化 

みなと、水辺の魅力向上や賑わい創出の

ため、拠点を結ぶ水上交通の活性化を目指

し、中川運河及び堀川において運航を推進

します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 観光案内機能の充実 

誰もが観光を満喫できる受入環境の整備

に向けて、観光案内所の機能強化や広域の

観光情報の充実、案内ボランティアの育成

を推進するとともに、名古屋駅においては

乗換主導線の直線化と円滑化や乗換を支え

る案内サインの充実、案内機能も備えた広

場空間の適切な配置を推進します。
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≪図 5-1 クルーズ名古屋≫ 
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取組④ リニア中央新幹線の開業効果を圏域
全体に波及する広域交通ネットワー
クの早期形成 

 自動車専用道路等の整備促進 

西知多道路や東海環状自動車道等の広域

道路網の整備を促進するとともに、名古屋

高速道路の出入口及び渡り線の整備を推進

することにより、アクセス性向上をはかり

ます。 

 

取組⑤ 中部国際空港第二滑走路や名古屋港
の整備等による国際的ゲートウェイ
の機能強化 

 中部国際空港の機能強化及び利用促進 

国際的・広域的機能を強化するため、中部

国際空港の第二滑走路をはじめとする空港

の機能強化を推進しつつ、関係団体ととも

に空港の利用促進や航空会社へのエアポー

トセールスなど、航空路線の拡充に向けた

取組を実施します。 

 名古屋港の整備促進 

コンテナや完成自動車などの取扱機能強

化や情報通信技術を活用した港湾のスマー

ト化、脱炭素社会の実現に貢献するカーボ

ンニュートラルポートの形成を推進します。

加えて、臨海部の防災機能強化や西知多道

路などの広域道路網の整備を促進します。
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■取組① 名古屋駅周辺における交通機能の強化 
 

＜名古屋駅東側駅前広場＞ 

地上部では、ロータリー交差点の改良等を行い、「飛翔」の位置まで広場を広げ、まちにつな

がる歩行者空間、乗換空間などの整備をはかります。地下部では、わかりやすく視認性の高い

歩行者空間やゆとりある地下広場を確保するとともに、防災性、安全性の向上をはかります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜名古屋駅西側駅前広場＞ 

リニア中央新幹線開業時、アジア・アジアパラ競技大会を見据え、必要な交通結節機能の確

保と空間形成を行います。また西側エリアの目指す姿として、リニア中央新幹線開業後のでき

る限り早期に、交通機能の高度化や将来を見据えた西側エリアのまちづくりと連携した重層的

な拠点の形成をはかります。 
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≪図 5-2 東側駅前広場地上部の整備内容≫ 

≪図 5-4 リニア中央新幹線開業時の西側駅前広場の姿（整備イメージ）≫ 

※道路の詳細構造、施設の配置や規模などについては、関係者との調整により今後変更するこ

とがある。 

※「新たな路面公共交通システム「ＳＲＴ」」と整合をはかりつつ、乗降・待合空間

の配置について検討を行っている。 

※ターミナルスクエア３については名鉄名駅再開発計画との整合などが必要。 
≪図 5-3 東側駅前広場地下部の整備イメージ≫ 

(注) 駅前広場の北側ではリニア中央新幹線名古屋駅新設工事にともなう復旧工事などが見込まれる。 
(注) 西側エリアの目指す姿の内容・工程をふまえ、リニア工事にともなう復旧工事などとも整合をはかりつつ、段階的な整備を検討する。 

(注) 既存の地下街及び地下駐車場は現状の利用を基本とする｡ 
(注) ｢新たな路面公共交通システム「ＳＲＴ」｣と整合をはかる。 
(注) 駅前広場内に自転車駐車場などを配置することを検討する｡ 
(注) 隣接エリア･駅前広場でバス乗降場などの交通機能を配置することを検討する。 
※1  ＳＲＴの乗降･待合空間の検討か所。(既存の自転車駐車場の台数を確保する必要がある) 
※2  広場･駅前広場内にリニア関連施設が配置される予定。 
※3  高速バス待合等･交番についてはリニア開業時に移設(予定)し､移設方法などは｢西側エリアの目指す姿｣と整合をはかる。また、 

   アジア・アジアパラ競技大会開催時に向けた整備については、移設先や時期を調整する。 

出典：名古屋駅駅前広場の再整備プラン（中間とりまとめ） 



第５章 名古屋交通計画 2030の実現に向けて 

 
 

展開１  

78 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜名古屋高速道路都心アクセス事業＞ 

（仮称）新黄金出入口の新設による駅西側とのアクセス強化、（仮称）新洲崎出入口の新設に

よる駅東方面とのアクセス性向上をはかります。また、（仮称）栄出入口の新設並びに丸田町

JCT 西渡り線及び南渡り線の追加を併せて行うことで、都心環状線の渋滞緩和、名古屋駅への

よりスムーズなアクセス性向上、名古屋駅から中部国際空港をはじめとする南方面へのアクセ

ス性向上、都心部における自動車の集中緩和をはかっていきます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 計画期間 
計画以降 

前期 後期 

名古屋駅周辺 
における交通 
機能の強化 

   

≪図 5-6 名古屋駅と高速道路とのアクセス性向上≫ 
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(注) 「新たな路面公共交通システム「ＳＲＴ」」と整合をはかりつつ、乗降・待合空間の配置について検討する。 

(注) 駅前広場内に昇降施設、自転車駐車場などを配置することを検討する。 

※1  広場・駅前広場内にリニア関連施設が配置される予定。 

※2 総合案内(観光案内所・交通案内所等)、文化発信(コンサートホール・美術館等)、産業・ビジネス交流(MICE施設・ハイグレードホテル等)、オフィスなどを想定。 

 
≪図 5-5 西側駅前広場の目指す姿（検討イメージ）≫ 

 
 
 
スーパーターミナル化に向けたターミナル機能の強化を推進 

リニア中央新幹線の開業時に向けた 
駅前広場の再整備を推進 

都市計画道路の整備をはじめと 
したアクセス改善の推進 

名古屋高速道路の出入口及び 
渡り線の整備 
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■取組② 回遊性を高めるための新たな路面公共交通システム「ＳＲＴ」の導入 
 

リニア中央新幹線の開業による交流人口の増加を見据え、都心部のさらなる活性化を促進す

るとともに、誰もが快適に移動できる最先端モビリティ都市の実現のためＳＲＴの導入をはか

ります。 

都心部のまちづくりと連携し、まちのシンボルとなるＳＲＴを導入することで、相乗効果を

発揮し、さらなる賑わいを面的に拡大します。 

社会実験による検証を踏まえつつ、当初運行の早期事業化をはかるとともに、将来的には、

自動運転技術など新しい技術・機能の実装も視野に入れながら、路線の段階的な拡充を目指し

ます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜将来的な整備スケジュール＞ 

 ① 当初運行時 

都心の中で特に移動が多い名古屋駅-栄間の「東西ルート」からＳＲＴを導入します。周辺で

大型の開発が進み、沿道に店舗などが集積して賑わいと交流の中心となっている広小路通にお

いて、外観のシンボル性や車内の快適性を備えた連節バスを導入することや、停車車両等の影

響を受けにくく、賑わいの拡大につながるテラス型の乗降・待合空間を検討することで、公共

交通・歩行者中心のウォーカブルな空間形成をはかります。 
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≪図 5-8 当初運行時のルート及び乗降・待合空間のイメージ≫ 

≪図 5-7 令和 4 年度の社会実験の様子≫ 

出典：NACTO Blueprint for Autonomous Urbanism 
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② アジア・アジアパラ競技大会開催時 

アジア・アジアパラ競技大会開催時に国内外から多くの来訪者があることを見据えて、当初

運行ルートでの効果や課題を検証しながら、事業規模の拡大を検討し、名古屋駅駅前広場の整

備状況にあわせた発着や、「周回ルート」の一部実現を目指します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

③ リニア開業以降 

リニア中央新幹線開業時には、来訪者など多くの方が名古屋駅からＳＲＴを利用し都心部の

各拠点へ快適に移動できるように導入をはかります。また、先行して導入したルートでの効果

や課題を検証しながら、最適な都心部周回ルートの形を目指します。 

 計画期間 
計画以降 

前期 後期 

回遊性を高め 
るための新た 
な路面公共交 
通システム「 
ＳＲＴ」の導入 
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≪図 5-9 運行ルートの拡大イメージ≫ 

名駅-栄間へ 
SRT 導入 

社
会
実
験 

最適な都心部周回ルートの形成 

都心部周回ル
ートへの展開等
の検討 

事業規模の拡大 
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　　　　  　    　前期、後期それぞれの期間内において実施・検討する施策 　　　　　　　　　　　　前期までの成果をふまえた新たな展開

前期（2023年度～2026年度） 後期（2027年度～2030年度） 主な実施ゾーン 関係局

・ＧＷＢへの自動運転技術の
　実装等

・都心ゾーン
・駅そば

住宅都市局・交通局

・地域公共交通計画の検討・策定
・都心ゾーン
・駅そば
・郊外

住宅都市局

・公共交通利用の促進
・都心ゾーン
・駅そば
・郊外

住宅都市局・交通局

・経営基盤の強化
・都心ゾーン
・駅そば
・郊外

住宅都市局・交通局

・混雑情報の提供 ・都心ゾーン 住宅都市局

・公共交通におけるダイナミック
　プライシングの検討

・都心ゾーン 住宅都市局

・自動車環境対策の推進
・都心ゾーン
・駅そば
・郊外

環境局

・自動車交通の円滑化
・都心ゾーン
・駅そば
・郊外

住宅都市局・緑政土木局

・水素エネルギーの利活用の推進
・都心ゾーン
・駅そば
・郊外

環境局

・民間鉄道駅舎のバリアフリー化
　の推進

・駅そば 健康福祉局

・市営交通における誰もが安全・
　安心に移動できる交通環境の
　整備

・都心ゾーン
・駅そば

交通局

・災害時の交通機関における被害
　低減に向けた耐震化等

・都心ゾーン
・駅そば
・郊外

緑政土木局・交通局

・都市再生安全確保計画等の運用 ・都心ゾーン 防災危機管理局・住宅都市局

・帰宅困難者対策の推進 ・都心ゾーン 防災危機管理局

・災害時の情報収集・伝達手段の
　充実等

・都心ゾーン
・駅そば
・郊外

防災危機管理局・
緑政土木局

・MaaS調査検討
・都心ゾーン
・駅そば
・郊外

住宅都市局

施策

　取組⑦　災害時の交通機関における被害の低減や緊急輸送道路等の橋りょうの耐震化及び電線類の地中化

　取組⑤　交通分野におけるカーボンニュートラルの推進

　取組⑧　新たなモビリティサービス（MaaSなど）を活用した公共交通の移動利便性の向上

　取組⑥　ユニバーサルデザインによる誰もが安全・安心に移動できる交通環境の構築

【早急・重点】
　取組①　ガイドウェイバス（ＧＷＢ）への自動運転技術の実装を契機とした需要の高い基幹的公共交通の機能強化

【早急・重点】
　取組②　地域公共交通計画の策定

　取組③　持続可能な運行体制を見据えた公共交通の経営改善

　取組④　公共交通などの移動利便性向上のための車両内における混雑緩和の実現

地域公共交通協議会で継続して

議論していきます

GWBへの自動運転技術の実装

に向けた取組を進めます

地域公共交通協議会

を設置し、地域公共交

通計画を策定します

ハード面からのバリアフリー化を推進します

地下鉄駅におけるバリアフリー化を推進します

市民意識への継続的な働きかけや、利用の機運等を創出し、利用促進策を
推進します

主要路線・駅の混雑緩和

に向けた第1歩として、運

行情報等の標準化を検討

します

ピーク時間帯への過度な集中を

是正するための方策について検

討します

MaaSなどを活用した移動利便性の向上に向けた方策を検討します

地下鉄構造物の耐震化や緊急輸送道路等の橋りょうの耐震化及び電線類

の地中化を推進します

官民連携による一体的・計画的なソフト・ハード両面の対策を実施していき
ます

公共交通機関、道路・河川等の情報収集・伝達手段の充実等を推進します

環境性能優良車の普及啓発につと

め、総合的・計画的に自動車環境

対策を推進します

燃料電池自動車の普及を促進するなど、水素エネルギーの利活用を推進し

ます

ピーク時間帯への過度な集中を是
正するための方策について検討し
ます

都市計画道路の整備を進めるなど、自動車交通の円滑化に取り組みます

GWBへの自動運転技術の実装

で得られた技術・経験等を、基幹

的公共交通へ展開することを検

討していきます

現在の経営計画に続く計画の位置づけ・策定を行い、経営改善に取り組ん

でいきます

さらなる主要路線・駅の混雑緩和に向け

て、乗換案内表示の設置や、路線ごとの

混雑情報の提供などを検討・推進します

運行情報等の標準化を検討

します

官民一体となり対策等を実施します
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取組① ガイドウェイバス（ＧＷＢ）への自動

運転技術の実装を契機とした需要の
高い基幹的公共交通の機能強化 

 ＧＷＢへの自動運転技術の実装等 

専用の高架区間を持ち、一般路線バスよ

りも自動運転技術を導入しやすい環境にあ

るＧＷＢを活用し、車両更新の目処として

いる令和 8（2026）年度を目標に、自動運転

技術の実装を進めていきます。また、実装後

の運用実績で得られた技術・経験等をイン

フラ整備とあわせ、基幹的公共交通へ展開

することを検討していきます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

取組② 地域公共交通計画の策定 

 地域公共交通計画の検討・策定 

持続可能な公共交通ネットワークを確保

するために交通事業者や関係行政機関など

で協議・調整する場として地域公共交通協

議会を設置し、地域公共交通計画を策定し

ます。

 

 公共交通利用の促進 

パークアンドライド駐車場の利用促進や

モビリティマネジメントを推進することで

自動車から公共交通への転換を促進します。

また、広報やイベントなどを通じて、市バ

ス・地下鉄、あおなみ線、ゆとりーとライン、

リニモなどの公共交通の利用促進策を推進

することで、利用者の増加をはかります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 経営基盤の強化 

市バス・地下鉄、あおなみ線、ゆとりーと

ラインにおいては、現行の経営計画が数年

先に計画目標年次を迎えることから、次期

経営計画の位置づけ・策定を行い、収入確保

のための利用促進策やさまざまな経費節減

策などについて検討し、経営改善に取り組

んでいきます。 

 

取組④ 公共交通などの移動利便性向上のた

めの車両内における混雑緩和の実現 

 混雑情報の提供 

運行情報の標準化の一環として、主要バ

ス路線のバス停位置やダイヤグラムなどの

情報を GTFS-JP へ登録するために調査・検

討していきます。また、さらなる混雑緩和に

向けて、市内の各交通機関の混雑情報をど

のように標準化していくかについて検討し、

利用者への混雑情報の提供を推進していき

ます。

取組③ 持続可能な運行体制を見据えた公共

交通の経営改善 
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≪図 5-10 ガイドウェイバス≫ 

≪図 5-11 若年層への魅力 PRに向けたコラボ企画≫ 



第５章 名古屋交通計画 2030の実現に向けて 

 
 

展開２  

83 
 

 

 公共交通におけるダイナミックプライシ

ングの検討 

安心して利用できる公共交通に向けて、

ピーク時間帯（通勤ラッシュなど）への過度

な集中を是正し、利用を平準化していくた

めに、テレワーク・時差出勤の実施率や通勤

定期券の購入数など、利用者の動向を調査

していくことで、ダイナミックプライシン

グの適切な方策について検討していきます。 

 

取組⑤ 交通分野におけるカーボンニュート

ラルの推進 

 自動車環境対策の推進 

バス・トラックなどを対象とした最新規

制適合自動車への買い替え補助、市民（個人）

が購入するゼロエミッション車の購入補助、

環境性能優良車の普及啓発、公用車におけ

る電動車の導入などを総合的・計画的に実

施していきます。 

 自動車交通の円滑化 

都市計画道路の整備や道路と鉄道の立体

交差化により、自動車交通の円滑化を推進

します。 

 水素エネルギーの利活用の推進 

水素エネルギーの普及啓発や燃料電池自

動車・バスなどの導入促進、水素ステーショ

ンの整備促進などにより、水素エネルギー

の利活用を進めます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

取組⑥ ユニバーサルデザインによる誰もが
安全・安心に移動できる交通環境の
構築 

 民間鉄道駅舎のバリアフリー化の推進 

高齢者や障害者が利用しやすい移動環境

の整備をはかるため、1日当たりの利用者数

3,000 人以上の民間鉄道駅舎へ段差解消の

ためのエレベーターや転落防止のための内

方線付き点状ブロックなどの設置を推進し

ます。 

 市営交通における誰もが安全・安心に移動

できる交通環境の整備 

地下鉄駅における可動式ホーム柵の設置

やホームと車両の段差・隙間の解消、エレベ

ーター整備などを行い、地下鉄駅における

バリアフリー化を推進します。 

 

取組⑦ 災害時の交通機関における被害の低
減や緊急輸送道路等の橋りょうの耐
震化及び電線類の地中化 

 災害時の交通機関における被害低減に向

けた耐震化等 

地下鉄構造物の耐震化や緊急輸送道路等

の橋りょうの耐震化及び電線類の地中化を

推進します。 
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≪図 5-12 燃料電池自動車（FCV）≫ 

≪図 5-13 熱田陸橋の耐震補強≫ 
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 都市再生安全確保計画等の運用 

大規模地震時の名古屋駅をはじめとする

主要な交通結節点周辺における滞在者の安

全の確保と都市機能の継続をはかるため、

官民連携による一体的・計画的なソフト・ハ

ード両面の対策を実施していきます。 

 帰宅困難者対策の推進 

大規模災害発生時において、公共交通機

関の途絶により発生する帰宅困難者にとも

なう混乱を抑制及び解消するため、官民一

体となり対策などを実施します。 

 災害時の情報収集・伝達手段の充実等 

市町村防災支援システムの導入などによ

って公共交通機関等の情報収集を迅速に行

い、同報無線設置をはじめとした市民への

伝達手段の充実を推進します。また、道路・

河川等監視情報システムにより、防災情報

の収集・提供を実施します。 

 

取組⑧ 新たなモビリティサービス（MaaS な
ど）を活用した公共交通の移動利便
性の向上 

 MaaS 調査検討 

愛知県が主体である ITS 推進協議会を通

じて MaaSについて検討を行い、新たなモビ

リティサービスを活用した移動利便性の向

上を推進します。 
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≪図 5-14 MaaS 概念図≫ 

出典：国土交通省 
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■取組① ガイドウェイバス（ＧＷＢ）への自動運転技術の実装を契機とした需要の高い 
基幹的公共交通の機能強化 

 

バスによる都市部の基幹的公共交通として日本で初めてとなる自動運転化を目指し、ガイド

ウェイバス（ＧＷＢ）の車両更新が必要となる令和 8（2026）年度を目途に、高架区間で加減

速や操舵を行う自動運転技術を実装した次期車両を導入し、増車による輸送力強化やノンステ

ップバス化などをはかります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

次々期車両への更新が見込まれる 2040 年代には、さらに高度な自動運転技術の普及が期待

されており、次期車両導入以降も、路線バス事業の経営改善や労働力不足といった課題解決に

向けて、高架区間での隊列走行の実装や無人運転を目指した検討なども進めていきます。 

 

≪図 5-15 ガイドウェイバス（ＧＷＢ）の概要≫ 
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出典：名古屋ガイドウェイバス（株） 

≪図 5-16 自動運転技術の導入によるガイドウェイバスの機能強化イメージ≫ 
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また、今後、路面公共交通において、乗客が多いなど交通需要の高い地域やバスレーン等の

インフラ整備の状況、人口の増加が予想される地区などといった視点をふまえ、自動運転技術

の導入などの機能強化をすべき候補路線を検討していきます。 

将来的にはＧＷＢでの運用実績で得られた技術・経験等をインフラ整備とあわせ、基幹的公

共交通ネットワークを担っていくこれらの路線やＳＲＴに展開することを目指して、検討して

いきます。 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

計画期間 
計画以降 

前期 後期 

ガイドウェイバス（Ｇ 
ＷＢ）への自動運転技 
術の実装を契機とした 
需要の高い基幹的公共 
交通の機能強化 
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≪図 5-17 自動運転技術の展開イメージ≫ 

 

 

無人運転 
隊列走行 

GWB で得られた技術・経験の展開に向けた
検討 

自動運転技術のレベルアップに向けた検討 

技術・経験
の展開 

GWB への自動
運転技術の導
入に向けた検討 

GWB への自
動運転技術
を実装した車
両の導入 
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■取組② 地域公共交通計画の策定 
 

人口減少や高齢化の進展、新型コロナウイルス感染症拡大の影響をふまえながら、誰もがわか

りやすく、使いやすい持続可能な公共交通を確保するために、基幹的な公共交通ネットワークの

位置づけや新たな移動環境の形成など、目指すべき名古屋の公共交通ネットワークのイメージを

地域公共交通協議会において共有し、地域公共交通計画を策定します。 

 

 

 

地域公共交通計画の記載事項 

基幹的な公共交通ネットワークの位置づけ 

・目指すべき名古屋の公共交通ネットワークに向

けて、基幹的公共交通である鉄道などの役割を位

置づけるとともに、現在の公共交通ネットワーク

について関係者間で認識を共有します。 

 

新たな移動環境の形成 

・オンデマンド交通をはじめとする新たな移動手

段を導入するなど地域のニーズに応じた移動環

境の形成に向けて、交通課題の解決に向けた行政

支援のあり方を検討し、交通を支援する仕組みを

構築します。 

 計画期間 
計画以降 

前期 後期 

地域公共交通 

計画策定 
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地域公共交通の活性化及び再生に関する法律に基づく地域公共交通計画について 

「地域にとって望ましい地域旅客運送サービスの姿」を明らかにする、地域公共交通のマスタープ 

ランとなる計画として、すべての地方公共団体において作成が努力義務化されました。自治体や地域 

の交通事業者、利用者等により構成される協議会などでの協議を通じて作成するものです。 

地
域
公
共
交
通 

計
画
策
定
・
公
表 

地
域
公
共
交
通 

協
議
会
設
置 

持続可能な公共交通ネットワークに向けた 

計画の推進 

・基幹的な公共交通ネットワークの位置づけ 

・新たな移動環境の形成 

≪図 5-18 目指すべき名古屋の公共交通ネットワークのイメージ≫ 

 

 


